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役場の対人援助論
（１５）

岡崎 正明
（広島市）

あえていわせて。「そろそろ虐待通報キャンペーン変えません？」

一時期ほどではないかもしれないが、「児童虐待」はいまだに最近の世相を表すワー

ドとして使い古されていない。「育児放棄で餓死」などというセンセーショナルな記事

がネッ トや テレ ビを 駆け 巡り 、事 件が 新鮮 さを失 いか けた 頃に 「３ ヵ月 の赤 ん坊 に暴

行」などという新たなニュースが飛び交う。どうもそんな印象だ。

「児童虐待相談の対応件数が過去最高を更新」

毎年のようにそんなことがいわれ、もはや驚くこともなくなった。

下記の 厚労 省の 統計 （オ レン ジリ ボン 運動 公式サ イト より 抜粋 。以 降の グラ フも す

べて同 様） が示 すよ うに 、こ の数 字は ２０ 年以上 右肩 上が りの 状況 だ（ ちな みに 平成

２５年度は速報値７３７６５件で、やはり過去最高）。
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こんな数字を見せられると、事情を知らない一般の人は暗い気持ちになるだろう 。

「最近の親はどうなってんだ…」

「共働きが増えて余裕がないんじゃ？」

世間に はい ろん な声 があ る。 議論 はや った らいい が「 １つ の事 象の 原因 が１ つ」 だ

なんて、昔から世の中はそんなに単純ではない。

ただ 注意 しな いと いけ ない のが 、こ れは あくま で“ 相談 ”の 件数 だと いう こと 。引

っかけ問題のようで申し訳ないが、この数字が即児童虐待の件数を意味しないのだ。

近年児 童虐 待へ の社 会的 関心 が高 まった こ とによ り 、「 ひょ っと して … 」「 あの 声っ

て…」といった第 3 者や関係機関からの通報・相談が急激に増加した。それがこのグ

ラフなのだ。

あくま で「 相談 」だ から 当然 中に は誤 報も ある。 また 、過 去に も潜 在的 に虐 待は あ

ったが、それが近年の通報増で顕在化したに過ぎないという見方もある。

そんなわけでじつは専門家の中でも「いま児童虐待は増えているのか」というのは、

意見が分かれるところらしい。「増えている」という人もいるが、それを裏付けるよう

な信頼 度の 高い 調査 は無 く、 中に は過 去に 比べて 家庭 内の 暴力 は減 って いる とい う学

者もいる。

「それ にし たっ て２ ０数 年で ５０ 倍以 上相 談が増 えて るん だか ら、 やっ ぱり 虐待 その

ものが増えてるんじゃないの？」

そう 思う 人が いて もお かし くな い。 実際 、核家 族化 や近 所づ きあ いの 減少 など 、家

族や地 域の 養育 力が 昔と 比べ て弱 くな って いると いう 話は よく 聞く し、 スト レス 社会

とか、 うつ 病の 増加 とか 、現 代人 に心 のゆ とりが 無く なっ てい る情 報も 頻繁 に耳 にす

るこの頃だ。児童虐待が増えていると言われても、なんだか納得してしまう。

私自 身、 児童 相談 所で 勤務 して いた 頃、 虐待が 増え てい るよ うな 実感 を持 った のも

事実だ 。ま あ毎 日の よう にそ のよ うな 話に 触れる わけ だか ら、 そん な感 覚に なる のも

当然かもしれないが。

ただあ えて 冷静 にい わせ ても らえ ば、 相談 件数右 肩上 がり の現 状は 「児 童虐 待」 と

いう言葉の概念が変化し、過去と比べてその認定範囲（いうなればストライクゾーン ）

が広くなったことも大いに関係しているように思う。

昔からあった「オヤジのゲンコツ」や「厳しい躾」。

そうい った 現象 が、 今は 「児 童虐 待」 とい う定義 で語 られ るよ うに なっ た。 つま り

は虐待のストライクゾーンが広がった、ということだ。別に良い悪いじゃなく。

こうい う変 化と いう のは なに も児 童虐待 に 限った 事で はな く 、「 セク ハラ 」「発 達障

害」な ど、 いろ んな もの に見 られ る。 これ は「昔 は無 かっ たも のが 、最 近突 然増 え始

めました」というよりも、「昔からそういう現象はあったけど、最近名前がつきました

（もしくは名前を付ける範囲が広がりました）」という代物なのだ。

虐待 自体 が増 えて いる のか 、そ うで もな いのか 。そ の議 論は とり あえ ず横 に置 くと

して、 少な くと もこ れま で国 やマ スコ ミが 進めて きた 「虐 待が 心配 され たら 通報 ・相

談を！ 」と いう 広報 活動 （虐 待通 報キ ャン ペーン ）が 、狙 い通 りの 成果 を出 して いる
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ことは間違いない。プライバシーの問題や守秘義務から通報を躊躇してしまうという 、

当初懸 念さ れて いた 問題 に対 して 、こ のキ ャンペ ーン は見 事に 効果 を発 揮し たと いえ

よう。

それ なの にい まだ にシ ョッ キン グな 児童 虐待の ニュ ース が減 らな いの はな ぜだ ろう

か。「近隣も気づかなかった」「相談の増加で児相職員が疲弊している」。そんな報道も

耳にする。

この現 状に 、こ れか らの 虐待 防止 対策 はど うある べき なの か。 虐待 通報 キャ ンペ ー

ンがまだまだ足りないのか。それとも他にとるべき方策があるのか。

私見 を述 べる 前に もう ひと つグ ラフ を。 児童虐 待の 死亡 事例 の統 計で ある 。途 中か

ら「年」でとっていたものが、「年度」に変わっており単純に比較できないが、こちら

はほぼ 横ば い。 年間 およ そ５ ０～ ７０ 人の 子ども が、 虐待 の結 果命 を落 とし てい ると

いう報告になっている（ちなみに１番多い５次報告の７８人は H19 年 1 月～20 年 3

月までの 1 年 3 ヶ月間の数字）。

この数が多いか少ないかは分からないし、例えこれが「1」であっても「よかった」

と納得 でき るも ので はな い。 限り なく ゼロ であっ てほ しい と思 うの は、 誰も がそ うだ

ろう。

だがこ れが 今の 日本 の現 実だ と冷 静に 理解 した上 で、 最初 の右 肩上 がり の相 談件 数

のグラフと比較し、私が個人的に考え至ったのは次の 2 点である。

・ 少なくとも児童虐待が近 年になって急に 重 度化（エスカレート）し ている状況と

は思われない。

・ 児童虐待相談の促進に一 定の効果を発揮 し てきた「虐待通報キャン ペーン」が、

死亡事例の減少にはあまり効果を発揮していないと思われる。
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あながち的外れな考察とは思わないが、いかがだろうか。

もし この 考え が間 違っ てい ない とす れば 、マス コミ がシ ョッ キン グな 内容 の死 亡事

件報道 に引 っ張 られ 、「最 近の親 はど うな ってん の？ 」「世 も末 だ… 」みた いな 風潮 を

広めて、「こんな悲しい事件をなくすため『もしや』と思ったら通報を！」とのキャン

ペーン ばか りを 推し 進め るこ とは 、あ まり 事態の 打開 に役 立た ない か、 少な くと も効

果が薄いと言えるのではないだろうか。

誤解 のな いよ うに した いが 、私 は「 虐待 通報キ ャン ペー ン」 がも う必 要な いと か、

やって も意 味が ない とか 、そ んな こと が言 いたい ので はけ して 無い 。キ ャン ペー ンの

おかげで社会的な関心は高まり、児童虐待は国民的な課題だという共通認識ができた 。

第 1 段階はクリアしたのだ。

問題は 場面 が次 の段 階に 入っ てい るよ うな のに、 いま だに 当初 の手 法一 辺倒 でや ろ

うとしている（少なくともそう見える）、今の状況である。

「児 童虐 待防 止推 進月 間」 とい うの があ る。厚 労省 が毎 年標 語を 募集 し、 最優 秀作

品は国 で作 成す る啓 発ポ スタ ーに 使わ れる のだが 、過 去の 最優 秀作 品を 見て も、 その

姿勢は如実に表れている。

平成 2２年度  見すごすな 幼い子どもの SOS

平成 2３年度  守るのは 気づいたあなたの その勇気

平成 24 年度  気づくのは あなたと地域の 心の目

平成 2５年度  さしのべた その手がこどもの 命綱

平成 2６年度  ためらわず 知らせてつなぐ 命の輪

ずっとこんな感じである。

お気づきだろうか。これらの標語はすべて第 3 者（一般の人）向けメッセージにな

っている。けして子育ての当事者（母親、父親、保護者など）には向けられていない 。

はたしてこれでいいのだろうか。統計によれば、虐待の加害者になってしまうのは 1

位が母 親で ２位 が父 親で ある 。子 ども に接 する時 間の 多い 者ほ ど、 加害 者に なっ てし

まう確 率が 上が るの は至 極当 然の こと だ。 そして 子育 てを する 大人 であ れば 、誰 もが

対応で 困っ たり 、叱 り方 で悩 んだ りし たこ とがあ るは ず。 怒り にま かせ て手 を挙 げて

しまい 、後 悔す るが 、ま た同 じこ とを して しまう …。 そん な経 験が ある 方は 、珍 しく

ないだ ろう 。そ うい う意 味で 私も ふく め、 子ども に関 わる すべ ての 大人 は、 加害 の立

場に立つかもしれない“虐待予備軍”といえる。

どうし てこ の予 備軍 向け のメ ッセ ージ がな いのか 。子 育て に悩 んで いる 親が 今の ポ

スターを見てどう思うだろう。社会が支援してくれると感じるだろうか。

躾か虐 待か の自 己診 断で 揺れ てい る親が 見 て 、「ち ょっ と相 談し てみ よう かな 」「そ

んなに 自分 を責 めな くて いい のか な」 と思 える。 たま には そん なポ スタ ーが あっ ても

いいんじゃないかと思うのは、私だけだろうか。
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これ まで のキ ャン ペー ンは 「早 期発 見・ 早期通 報」 を目 指す あま り、 市民 の疑 う眼

ばかり を育 てる 傾向 がな かっ たろ うか 。も ちろん 小さ なサ イン に気 付き 、心 配な 様子

があれ ば迷 わず 通報 する 意識 は大 切だ 。し かしそ れだ けで は監 視社 会の 雰囲 気に もつ

ながり かね ない 。相 手の 立場 に立 った 想像 力や、 寛容 さを 育て る努 力も 忘れ ては なら

ない。 実際 海外 のこ うし た広 報活 動で は、 親の立 場に 立っ て相 談を 促し たり 、支 援が

あることを知らせるものも多いのだ。

最近ニュースで話題になった高齢者施設での職員による入所者への虐待。

加害職 員の 行為 は問 答無 用で ある が、 彼ら だけを 悪者 にし ても 問題 は解 決し ない 。

介護職の低賃金と高い離職率、利益優先の介護ビジネスのあり方、慢性的な施設不足。

背景に は様 々な 課題 が絡 み合 う、 構造 的な 問題が ある と、 多く のニ ュー ス番 組が いっ

ていた。

児童 虐待 の問 題も まっ たく 同じ 。残 虐な 行為を した 親だ けを 責め れば 済む 話で はな

い。早 期発 見に 力を 入れ 、虐 待の 認定 を厳 しくし 、加 害者 の量 刑を 増や して 、心 配な

子どもはドンドン施設に入れたら解決！…なわけがないのだ。

核家族 化、 子ど もの 貧困 、女 性の 働き やす い環境 整備 、マ タハ ラ、 待機 児童 や保 育

士離職の問題。様々な問題が複雑に相互作用して、今のこの状況を作り出している。

当然そ の対 応策 も、 様々 で重 層的 でな けれ ばいけ ない はず だが 、残 念な がら この 国

の子ども関係予算は、諸外国と比べて多いようには聞かれない。

今こそ 本気 で手 当て して いく べき とき では ないだ ろう か。 保育 園の 増設 や保 育士 な

ど子ど もに 関わ る仕 事の 地位 改善 、子 育て 家庭へ の経 済的 支援 など 、今 議論 にな って

いる課題はもちろん、予防・啓発の視点でもより自由な発想で新しい試みを考えたい 。

小中高からの子育て教育やアンガ―マネジメント。ペアレントトレーニングの普及。

メール やＳ ＮＳ など 、多 様な 形態 をも った 相談支 援体 制の 充実 。重 篤な ケー スに 至る

のを防 ぐた め、 赤ち ゃん ポス トの 全国 的な 設置も 検討 すべ きか もし れな い。 児童 養護

施設や 披虐 待児 への 息の 長い 支援 や治 療援 助など も、 再生 産の 悲劇 を生 まな いた めの

予防となろう。

こうし て考 えて みる と当 然か もし れな いが 、児童 虐待 防止 対策 は少 子化 対策 でも あ

る。一部の特別な人のためのものでは決してないのだ。

最後に。

絵本作家・五味太郎著の『だれでも知っているあの有名なももたろう』。有名な童話

を作者独特の視点でパロディにした秀作だ。その中にこんなくだりがある。

「それはともかく、その有名なももたろう、

  おじいさんおばあさんにとてもたいせつにかわいがられて、

  すくすく大きくなったということは有名です。

  みんな知っています。」

「でもじつは、ももたろうがすくすく育つのを
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  お手伝いした人は、ほかにもたくさんいました。

  近くのおねえさんやお医者さん、先生やおまわりさん、

  お店のおばさんや工事のおじさん、それに子どもたち、などなど

  ほんとうにたくさんいました。

  あまり有名ではありませんが、ほんとうです。

  おじいさんおばあさんだけでは、そうすくすく育つものでは

  ありません。」

初めて読んだ時、思わず声に出して同意したのを覚えている。

時代 とと もに 、早 いこ と「 子育 て」 とい う言葉 の概 念も 変化 して 、こ んな 風に スト

ライクゾーンが広がっていけばいいなあと思う、今日この頃である。


